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Pivampicillinに よる皮膚 疾患 の治 療

高 橋 久

帝京大学医学部皮膚科学教室

PivampicillinはAlnpicillmに アル キ ル 基pivaloyloxy-

methylを 加 え 経 口投 与 に際 し て 吸 収 を 高 め た も の で,

生体 内 では 速 や か にAmpicillinに 加 水 分 解 され,経 口投

与 した 場 合,そ の 血 中 濃 度 は ピー ク 時 でAmpicillinの3

倍 に も達 す る とい わ れ て い る。

今 回,そ の 供 与 を うけ て各 種 の膿 皮 症 に これ を 投 与 し,

そ の臨 床 効果 を推 定 した。 皮 膚 科 領 域 の感 染 症 は,腸 管

感 染症 な ど と異 な っ て,主 と して ブ球 菌 に よ り発 症 す る

もの で あ る の で,Ampicillinは,そ の ス ペ ク トル は 広 い

が,必 ず しも皮 膚 科 領 域 で卓 効 を奏 す る こ とは 期待 で き

ない。 しか し,Pivampicillinは,そ の体 内 濃度 の 高 さか

らい っ て,あ るい は 従 来 のAmpicillinの 効 果 を十 分 に補

い うる の では ない か との 期 待 の も とに 治 験 を行 な った 。

薬 剤 感 受 性 測 定法 お よ び 感 受 性 分 布

MICの 測 定方 法 は 化 療 標 準 法 に よっ た。 そ の結 果,

病巣 分 離 黄 色 ブ菌 お よ び保 存209P株 の計27株 のMIC分

布 はFig.1の ご と くで あ っ て,そ の ピー ク は50mcg/

mlに あ り,209P株 が0.2mcg/mlの 低 濃 度 で あ る の に

比 べ て,分 離 ブ菌 は12.5か ら100以 上 の高 濃 度 に分 布 し

て対 照 的 で あ る。

いっぽう,Coagulase陰 性 ブ菌27株 はやや低濃度に分

布 して,そ のピークは0.2mcg/mlに あ るが,6.25か ら

100mcg/mlま でに主 として広 く分布 していて,Coagu-

Iase陽 性 ブ菌の分布 と大きく異なるのが印象的である。

臨 床 治 験

当科外来を訪れた20例 に対 して本剤を投与 し,そ の臨

床効果を検討した。

投与量は成人で1日375mg(3cap.)か ら750mg(6

cap.)で,投 与期間は3日 から18日,多 くは7日 前後で

あった。 すべての病巣 より起炎菌を分離 して,こ れ を

cooked meat培 地に保存 し,の ちにMICの 測定を行

なった。

Table 1の ごとく,症 例20例 の内訳は〓7,〓 腫症

1,座 瘡,毛 嚢炎7,毛 瘡1,膿 痂疹2,,感 染性粉瘤1,

膿 瘍1例 である。

この効果判定基準は,著 効としては従来長時 日にわた

って,症 状の変化をみなかった症例が投与後より急速に

症状改善をみた症例である。有効とは投与によって相等

度症状の改善 をもたらしたものであ り,や や有効の症例

とは,い くぶんの症状の改善は認められたものの,と う

てい治癒までの効果改善の期待しえない程度の効果を認

めたもの,無 効 とは,全 く症状に変化を現わさなかった

ものを,各 々の基準 とし判断 したが,症 例により各々軽

重もあり,疾 患の種類によっては,治 癒傾向に各々固有

の差もあるので,日 常診療時における経験的薬剤効果の

経過を参考として,主 観的判断にも依存するところが多

かった。以上,判 定方法によった成績では,Table 1の

ご とき投与量で薬剤 を投与した揚合は,〓 では有効3,

やや有効1,無 効3,痴 腫 症では有効1,座 瘡,毛 嚢炎

では有効2,や や有効4,無 効1,毛 瘡 では著効1,膿

痂疹では無効2,感 染性粉瘤では有効1,膿 瘍の1例 は

無効に終わった。

Table 1か ら起炎菌のMICと 臨床効果 との関連を

推察すると,た とえば,第1例 の毛瘡の患者ではMIC

が0.1mcg/mlで 感 受性が高 く,か つ臨床効果 も著効で

ある。そのほか第3例,第4例,第6例,第13例 とMIC

が1以 下の症例は,お おむね有効ない し,や や有効と効

Fig. 1 MIC of pivampicillin against coagulase 

(+) Staphylococcus by plate dilution 
method
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果をみ とめている反面,第15例 のごとくMIC>100で

も有効であった症例もあ り,か かる点で皮膚感染症のこ

とき自然治癒の多い疾患では,必 ずしも薬剤投与と病状

の変遷 との問には関連が厳密でない。

Fig.1,2お よびTable 2か ら考えてCoagulase(-)

Table 1 Detail of pivampicillin treated patients

Fig. 2 MIC of pivampicillin against coagulase(-)
Staphylococcus by plate dilution method

Table 2 Clinical effect of pivampicillin
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のブ菌はCoagulase(+)の ブ菌に比べて,MICの 結

果がよく,そ れはCoagulase(-)菌 に よって惹起され

ることの多い毛嚢炎,〓 瘡などに対する臨床効果の高 さ

となって現われている。

膿痂疹に対する臨床効果は,こ れが自然治癒の少ない

点から,抗 生剤の効果判定に正確な判断を与えると思わ

れるが,今 回の症例の膿痂疹は1例 は成人例であり,1

例は膿痂疹様湿疹であって,と もにImpetigococcusに

よるか否か明 らかでないので,判 定の基準としてとるこ

とはできない。

本剤は血中濃度がきわめて高いの を特長 とす るが,

Table 1よ りみる限 り,起 炎菌に対するMICが は るか

にそれを上まわっていると思われる症例が多い現状では,

やはり臨床効果もあまり顕著に現われ るとは考 えに く

い。

副 作 用

Table 1の 摘 要の項に指摘 したように,胃 痛3例,発

疹2例 の副作用があった。胃痛は連用により,し だいに

増加して,遂 には投薬を中止せざるをえないほどである

が,長 い例では16日 間耐えて内服を続けた。

一方,発 疹は7日 日,8日 目頃より発生 していて,非

特異的な紅斑である。 米国の統計1)に よれば,Ampici-

llinの発疹は,そ の製造会社のいかんを問わず約9%に

現われるとのことであるが,今 回の治験でも10%に 現わ

れて,ほ ぼ一致 した結果 を示 した。

ま と め

血中濃度の上昇す るABPC誘 導体Pivampicillinを

20例 の皮膚化膿症患者に使用 して,著 効1,有 効7,や

や有効5,無 効7の 結果をえた。本剤はStaphyloceccus

epidermidisに は,比 較的よいMICを 示すが,Staph-

yloceccus aureusに 対 しては,そ の高い血中濃度にもか

かわらず,MICは さらに高い菌が多いようであった。

副作用 として胃痛3例 および発疹2例 をみとめたが,

これはAmpicillinに お いても,ほ ぼ同 じ程度に認めら

れるものと考える。
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1) The peak MIC of pivampicillin to 27 coagulase postitive strains isolated from skin lesions revealed 50 

mcg/ml in contrast to the low MIC as 0.2 mcg/ml to the standard 209-P strain. On the other hand, the 

range of MIC to coagulase negative strains showed a wide distribution from 0.1 to 100mcg/ml. 

2) The result of 20 trial cases treated with daily oral dose of pivampicillin from 375 to 750mg and with 

duration centered to 7 days revealed excellent in 1, good in 7, fair in 5 and poor in 7. Side effects observed 

were 3 cases with gastric pain and 2 cases with skin rashes.


